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Ⅰ 経 書

昭和 17年齢 こ於ける朝鮮.q班.抵市は兼甘有の′ト丑であった馬齢Ihを叫卜 のlJ,榊 としてわた

餅礁グ1)セ1)ンの4.遮丑亦軟Z唆しダイナマイ ト斜過に少なか らざる凶地を4-_じた
一方時局下鎖山井矧旭掛 亡は是非共J.発川畑瀬の充分なる供給が必琴伎件である碍ニト.Zグ
1)七1)ン含有土を械少して硝安のbJ]きを以て代用する等ダイナマイトJR介の依術的除けを加へ

る必要に迫 られた.

奉研究は火兼賂書市坪よ市に放ける技術重民合に於て研究し各鼓の紬 品につき主とL_て朝

鮮帯留府y妨山苛乾研究所に於て呼者等のす投したものである

11 配合成分の決定及威 力試鼓

2'1)七1)ンの供給呪稚なる鮎より之が代用品に放てW.料姉絵容易たるもの及共の朗 に賛材

を要せざるもの等を選ばなければならかJ～ 殊に-71I,グt)七t)./封建果l墳少の年井の製造用
碑厳の飴拓を利用する串と考慮すれば甘然之が神用品として硝安を主Mとすべき決算に封建ナ
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畑･山荘･ii谷･木下 佼こ い,Qlytpソ1イナマイIkZZて 101

ろ･従って書懲 り瀕賭される煉策は戟象ダイナマイ トであって Ll/G10-203h'とL珊安を増加

しfa可撫性物井として木扮 ヂ王い,ナフタ.)y及ナフタ.)ンを用ひ過剰醜讃tを大略 1-2%,

として非のJG分を汰愛し之をiE封=各袈連合武に放て就袋し的確的化執l卿 及脚 雌 訊餅

を捲行した 英の成税は炎 1に示す如くである 此の拝具を速耶すると

1) VGIO好 のものと 1-/Gユ8% のものriJ に放て約2-註光 の蓋と示すのみで垂位とし

ての特徴掛 こ於て火逝なきも的矧 こ於て頼首差がある eilち1'/GI0% のもの性使用上此の野

上り網様と95へられるが Xl/6ユ5%'のものr=牌 ダイナマイトと大豊なく便mL柑 られるから

A-/G】5%'の経典を使用することにした.

柑 1'/(;10,%'のものに胴するR.Zの杓i鼻威桜江高きに失する

1>ノLt屯 r/(i15% のものlt放ては比正江*路 10捜gEであり丁/615/%'のものlこ在 りて

は 11杜政である

3) 可蜘 ffとしてナフタ')ンを合有するものに DL-i-を合有するものに此し胸 及殉は

に放てtIってゐる (特徴載及硬1J拭桧韓兵法殆ど何-である)粟に求培コ.裸に放てナフタ1)ソ
研化を省き得る J搾って之等の相集より製造容易hW 2ダイナマイトを通常と.考へろ

m 拭穀ダイナマイ トの吸済度

決裂ダイナマイト及税gLィナマイ トと同･｢状態に放て比較声1定した.

1 水生入れTEデシケ-タ-中托d

l' デシケーター中にJkを入れ宝1且約20tCI与於て訳料を約 2g標となして故地しなE棚 挿
して共のZF兼相加と測定した 此の払鼻柱義 2の如 くであって増加の触和はId.級的であり17

日進の析飽和卦を見出さず 井の吸洩船主何れも埋ダイナマイ71に比し著しく大であるが萌ダ
イナYイトとは大丑は認められたL̂

表 2 (外割!h'吸軸の戎計)

言7品'妖】l訳 2 武 ･･ 試 4 耶 試 6 軟 7 Bt8過払 ‰
lfl e91 Zi68 8.97 8.盃; 348 -I.46 S,BS 476 .7.LJ7 0ふI
e/ E).66 7.31n 7.68 6,69 692 BS6 718 007 7h7 J4】

6 ′ 1l.74 J8.潔) 19お L'Pl6 17.49 .21.85 18.67 eBO6 18.IL 200

19 0 -ilB9 ･LC甥 4409 4083 4ユ01 4779 4217 6J70 :'B･77 5cc
】7 ′ I710 67..T3O GBJJ7 55.38 6614 8393 68.07 6839 69.L3 J.eO

21 パラフィン加_rの包敗i･剛比Ll紙料30-50gを薪州机で抵包し之を北棟後射 且'35-28'u

K放て (碓ダイナマイ7･は 16-26oにて鵬 す)11と同株のデシケークー･1.に放tRL爪先相加

と上皿天JlにJ:りBZ促 した 井の!,-''典は衷3の如 くであって相加の傾向は旭.収納である 非の

喝漁de吐何Jt.も桐ダイナマイトにjtL5-6El迄綻-*差Iまたい 紬 は 3-J日後上り披包外
に遼tlほ 始め舶ダイナマイ71にあっては 5Ⅰ∃後1り連出を始める.

. 衣 3 (外剖5h'吸盤の累計)

て て妄一 武 l 欽3洪〇 拭 4 拭 5 賞 6 拭 7 井8 ‰ 凝 議
lu 1.2 8.4 tu JIL4 49 3.4 9,81LO Tu) 0,312′ 8.7 14_1 16.3 17.4 92 7｣; ユ6.1 】8D 73 0･13

8′ 】℡.5 189 233 24B 13,S ll.1 eeB 213 1JJ 0.53

5r ee,4 351 1lJI .ll.e e37 三和7 40J) S91 277 085

8′ お4 58J5 03_1 623 SaB 38J)69B 63,2 35.7 079



10:l 火 兼 協 甘 :ヒ 軒 Ll懲 郊 2t

2 史L中ttJIt

lの '_7'と和一の按包む為したものと急迫 20-25℃頼E機 虎 70-SO米 のrLi約 に敏也し求の･

霊tヰ加㌢上A天仲にて汎足した 此の為鼻柱或 4の如くで何Lt.も捷ダイナーイI･に比頼すれ

ば並に劣るが粥点前 l芥 2法網ダイナでイT･上江大垂がなvl.

蓑 4 (外判吋吸漣の果汁)
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1 水中ほ-*■局*at
Jk中に一受持洲汝流して牧水の1た転を投祭した.共OJt果ri二大の如くでZ)ち

1'枝色の生水-d7 55tzzlに淀鼓した奄合

1-3特yl技化より水の藩産があり甫堵1り吸水して挟化しrT_I:める･
3̀ 7I.!Ⅶ後 .T(/G止% にて木秒のみ合有のもの及 _T:/G10㌔ でナフタリンセ含有しない

ものは吸水叔化が相思過行する

3'21I.?.Vl役ではIpIJLも牧7k軟化i･なすが甚だしい吸水林分は沈没堺 7及8を放て楽市†

上り31'川l稚腔である

2' 牌ダイナマイIと阿鎌の敗色を恭し水雨下 55cm にiiE放して吸水の欣借 を収穀した
非の払瓜rt攻のAElくである

r 215榊経ではBt抑 8は各棟に耳り吸水したが他は(.J九も光ihlから1-31nZl】鹿腔苗

だしく牧水した. l

'1'b時Ⅶ後では榔 7及Sは量感に亙り甚だしく吸水し他は裁可】より3LnlZt棚 牧

水した.

3'ユ9坤rLl俄 では釈繋罪 1.6,7及 S側 に亙 ))甚だしく吸水し他姓3E軒より4-5

日川It岨吸水した.
4̀ lf7時洲経に放て飼ダイナマイトは袈面上l)2mt)t程度甚JL.=しく吸7kした

IV 吸漏杖穀 ダイナマイ トの威力試巻結果

1●TUeの水中に以流した棚 ダイナTイトに放き先様の能否と洲史した 光雄の能否は

別事与の軸の方r品目こ同位の位蛾ダイナマイトを接旺し拭料の完はに上I)之が脈 せらるろか香か

によMIJ史し/I

此の柑掛 王水の如 くである

1′ JlタフLソ包公であれば 】6時間経度は何れも強力女性抽してTJる

'1' .TH H6%/のものは.21時W迄は完姓する

3' ナフタ1)ンを合す1'するものは耐水力*で捗ダイナマイトとlnl経の駐屯の増分 ユ9時Ⅶ

道は泣叫する ナフタ1)ンと木粉を共に用ふる時は齢 耐水ノ)は低下する

4' D･TI-Tft含イ1-するものは捷ダイナマイトと同様の披色の増合 _T<IG1556 に在ってIi



嬬 ･lt柾.並谷･木下 牧丘 ト.･ダリtyソダイナ7イトに批T I(8

19時LtFIN/GIOX に凍っては 2時rlE追抜完捷する ナフタリン合jI-の ものにjtL封

水ノ)はク;ら

5' 可鮒 として木粉のみを含有するもの紘 1'/G1596にあっては 6時.1m1056にあつて

は 05時Ⅶ以上汝訳す時GJ.先嬢舌宅と失ふ

2● 訳脚 1及 2ダイナマイトに就き之に水分を合有させカストi且史計且録迩FI良に上り

戚JJと測定 した 之与の括菜は袈 5の如 くである

水 分

(什Aq.I)

蕃 5

年並日i粥冶 (k巧･m/]Od
∴ 一 .カ= 鵬 (卿 )I
Zt氷解 1 拭求市 空 欄 鮮 1 雌 耶 e

Jt力比串 &力比や JHJ 比JP A力 此年
1891 100.D 177さ lQOJ) 1012 ]00,0 1004 1000
1663 913 1678 913 0R70 朋.0 0.880 57.6
1S80 86.7 170) gSJi 0.鮎_8 s5.8 0.7$2 719

1291 70.9 172S 972 0.T75 703 0.735 73.2

三り Iel LIBl )351 960 0.66S G81 0,82･4 82.0
30 39Ⅰ 2)4

和正仁他 端 に放て洪末節コでは水分 305b'の笥合に126Skg-nl.190kg･-rl,1.50kg一mの岩鼻が

柑 られ 偶差が-JCである尽戎上り除いた 又碓 群1で水分2096及 30%'の均分分弧 こr卓ゾ)が任
7 してゐるのは水分の名訳斜がダブダブして触管の荏溝が不完虫であった巧であると裾へる

蚤 5の結果を見るに御 ミの各格外に均一に水分が含有される咋止JX分 15%推鹿追止完曝 し

非の瑚丹比林威JJに於て武勲第 1は約 30%'純良那 2は約 5,% 稚LZElこ放て紘(pJj1.もar)_,5,%'
の任Tを示す

V 鎌山に於け る煉砿試聴結果

前進の如 く拭脚 2ダイナマイト性辰 も使用の可能性が認められろが共の蚊加工_V(I35J%'
碗ダイナマイトに此 し足庇に於て 70%.仕事威力に於て 90Ai'払鹿である

経って､相 は常用舟′舶 放水を求むる名訳製酢2ダイナ1･イ トを拙坪岩,鮎 }及救か こ放て
甘際桐iBを釈みんとしたが蒜儒 i)成鏡純血訟州HIJ所在成輿ニッケル鞭柴伊に放ける中程度の砿
iitのgL池に放て釈駿と行った

駅股に於ては桐ダイナマイトと桝割郡 2との脱用及醗斜茄 2のみ叫恥 こ川ULる甥合とをrI

った

'N.̂軌 小ままとして珪長岩より成 ))跡包多く,苛政作菜は割合容易で経木の捗熊使用先比岩石
1川一懲 り15-3kgである

ユ● 桐ダイナマイトと妖勲第2との混用

1̀心牧歌故には桐ダイナIYイトのみを用Li鵠覆破には釈虫部 2及鞘ダイナマイト75g
を仰臓 としてi連用 した

2′ ･山菜哉故に桐ダイナマイ ト75gを伸洋舞として混用し沸硬磁忙払拭叔罪 2のみそ使
用しプと

桐新の柵 に放ては従非懲耕山で使用の桐ダイナマJH-と同一の敬具を認めた

21 鉄製邦2･ダイナマイ トのみ促用

心竣及沸褒屯に脚 2のみ主用ひてn LLを行ったが共の‡,,l'典は 1●の喝合と大差杜認めら



1(ll 火 炎 晦 脊 髄 節 EJ怨 滞 2班

TLJJ:い r及 27の素占典より見て糾脚 2ダイナTイtlは中程定の成分や節理の多tJl箇所では

桐級とIrrl技に使用する薪が出来ると斗チ-ち

VI 試製第2ダイナマイ トの感亀

沢脚 2ダイナマイト,桐ダイナ-T･イト及びビク')ン酸に放て請出感度を比較しJE= 共の結
鼎は攻の如くである

完郷 cnl FA弗搬 cn) 不碓封 czD 不雑感鍵
Zt懲外 9 100 ･ S5 70 戯占

朋ダイナマイト 73 60 48 400

1fタリン取 eO 16 12 ユOO

此の結県よi)見て取扱仏は割合安全であると郊- られる

VII 試製ダイナマイ トの頒費生成ガスの臭気
Vの幼山に放ける細 粒於て訳抑 2ダイナマイトは使用の際ナフタ1)ン央及tJ:韮碑薮ガ九

泉が柏倉yLく,.H皿 を刺奴した
1● 珊着帯は孝三6で示す如き姐成の桐扱及び X'/G15% ダイナマイトを毅達し之を6皇道円
に怒JtlJL脚 生成ガスの刺奴の姐Sjiを救人で絶島鑑定を銑みた

表 6
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比の耕兆は攻の如くであった ･

1 絹地ダイナ7イトの具象 1

1′ ナフタ1Jソ丑及び過剰醍額丑の鵬

ユ,2,31こ放き紬 Jを1行ったが何れも'3分FM以上堪えるのは租苦しL̂ 刺蚊は 3,2,1の願IF

にg尊くなってわる 即ちナフタyン丑の少い程通釈較菜丑の多い程刺奴は小である

2′ 退職 束具の影恐

ナフタ1)/丑は同一で過卿較頚のみ鼎る 2,～,さに就き試意を行ったが弁巧奴は 4,2,5の願fl

題忌くTLつてhる 即ち過欄 菜糞の多い杜刺舵は小である
3̀ 桐ダイナマイトと統駿ダイナマイトとの此散

大fJ:る滋兆は認められTLV,が桐ダイナマイトの方が軸刺戟は小である 判喉の刺枕は桐ダイ
ナでイ7のIbが*,ELiの刺拭紘駅伝1ダイナマイトのカが大である 叉叫和 17年2月北野Lこ

放て釈放を行った鞍鼻は滅紛合有兇′トなる的ダイナマイT.上i)ナフタ1)ンを合有するダイナ一一



Btl.加圧 LT許･*TJ 妊Ilt･ダyt9ンダイナマイトにtET I(拡

イ トの方が耶枕は小であった

以上 1㌧3'を掠骨して見ると 3.a.4,2.1,柄ダイナマイトの47げに刺能は小とTlつてゐる.

2･lSit.'zv′○ダイナマイトBの触
ユ■ i皇梢 兼iの桝

ナフタyy土は同一で道糸殻謡の異る 6,7.8に欺き輔 を行った 耶牧一三耕雷giく,8,8.I
のt7年rz:小となってゐる EPも通弁駿東土の大たる筏何故は'J､である.
i" 可鮒 の凍化の形書

*軌 よ何れもl司-J:-E-あるが他の可放均が鼻る 8,9,10,11に放せ粕 を行った 何故は将

官窺い 英の強引土11,9,ユ0･8のMrflC,トとなってhる q)ち可抵蛾が夫々(】lJ)_Tl'.L'と
ナフタ9ソ,(=)*洪 (31D･-TI-:(,(4)ナフタyI.である勾倉Jt中旬FffこPl故は小とたって
ゐる.

-7'表 7の如き且攻のダイナマイトに達吉圧注内に深さ50--60cm の軒 Lと牙も乏rz:令

ユ00g を袈明し粘土を長さ約 -20C･nJ布端しては積させ襲生ガスの卑見と十井人IC輔 監愛し

た
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環tが軌別 席の棚 に王手してig小であった蕗か妥 7茄113rqの如き按具を示 した刺故朋序

を系統的に判然と令Btする事は出奔たかった 然し妖艶那'1ダイナマイ ト系列 (2,･2',2'')絵柄

ダイナマイ ト上り羽幌は漁舟少い快である.

ⅤⅡⅠ 枯 骨

以上と血戦するに･1,/a]T-･Po'革 10% の珊安来ダイナマイ トに放て鉄材 uダイナマ'･日 は

任用J一及落の指炎t･胡はす即ち伏抑 1JC比し略同-のLalJi･炎はLJl杓は腔はtLる 槻
妨 3,那 4に此し杓蜂掛 ま棉妨るが峨ノ始 仕ってゐる 而して比の硬1バ土ド/(r35% 柵ダイナ
マイ トの 70-btJ恥 粗放である 耐水性はナ7ク 1)/を含有する節 1茄 2は D･TIy 食有の

那 3に比 し大で向ダイナマイ トに匹洩する 捷敬生成ガスは節 2は.ll/G35% 瀬8169% 合
有の桐ダイナl･イ ト上州 可飯紘小である.

汲地上より裾-るにナフタ1)ソを合有せしむLLば粘性を伸び熊旬-のDrFが 1)m lの場合

よりも朝岡Ntと恩はれるが裂並J-.権に放てナフタ1)ソ柵仏工相と解き将る環浪迭mi易である.

程って任きTLt･ク̀ytサ･/yイナマイトとしてはW eが虫も有利 と思惟せ られる

本t丘は火弟は合萌辞去市長LIJ巣A:生押野等により在!7'火軸 比析1天井 さ7ケル叫兼併並r=

相 即 榊 那 苛斬 罪帝柵 の柳 川 の下に行ったものT-ある･茶托の附 を点てるもの
である 以上




